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火山名	 噴火年	 死者数(人)	 備考	
タンボラ(インドネシア)	 1815	 92,000	 大規模噴火	
ガルングン(インドネシア)	 1822	 >4,000	 火山泥流	
アウ(インドネシア)	 1856	 2,800	 火山泥流	
クラカタウ(インドネシア)	 1883	 36,417	 カルデラ形成にともなう津波	
アウ(インドネシア)	 1892	 1,500	 熱雲・火山泥流	
モンプレー（西インド諸島）	 1902	 28,000	 熱雲	
スフリエール(西インド諸島)	 1902	 1,565	 熱雲	
ケルート(インドネシア)	 1919	 5,000	 火山泥流	
ラミントン(パプアニューギニア)	 1951	 3,000	 爆発的噴火・熱雲	
アグン(インドネシア)	 1963	 2,000	 熱雲・火山泥流	
ネバドデルルイス（コロンビア）	 1985	 25,000	 火山泥流	
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中道治久　准教授	  	  nakami9@svo.dpri.kyoto-­‐u.ac.jp	  
Project	  components	
1.	  Development	  of	  total	  
observa9on	  system	
2.	  Forecas9ng	  and	  real-­‐9me	  
es9ma9on	  of	  discharge	  rate	  
of	  volcanic	  products	
3.	  Forecas9ng	  mul9modal	  sediment	  disasters	
4.	  Forecas9ng	  influence	  on	  









discharge	  	  rate	  	
Real-­‐9me	  discharge	  	  
rate	  	




Early	  warning	  of	  	  
volcanic	  ash	
Early	  warning	  of	  
sediment	  disasters	
Field	  survey	  and	  
observa9on	
Database	





Integrated	  GIS	  based	  simulator	
In	  situ	  observa9on	  
of	  density	  of	  ash	
5.	  Support	  system	  of	  decision	  making	  for	  

































































































































































































































































































B a l i  
メラピ 
スメル 
ケルート ガルングン グントール 
ほぼ連続的に噴火	
4-­‐5年毎に噴火	 20-­‐30年毎に噴火	
2001，2006，2010年噴火	 1901，1919，1951，1966，
1990，2007年,	  2014噴火	
1822，1894，1982年噴火	 1843年噴火	
170年噴火なし	
過去の噴火の影響継続	
B747エンジン	  
全停止	
Merapi　2006	
Semeru	
Kelud　2007	
ジャカルタ	
バンドン	
ジョグジャカルタ	
スラバヤ	
 ★ プロジェクトの概要	
　火山噴火が引き起こす災害の軽減を目的とするために，「火山噴出物の放出
に伴う災害の軽減に関する総合的研究」を地球規模課題対応国際科学技術協
力プロジェクト(国際協力機構JICAと科学技術振興機構JSTの共同事業）に提
案しました．噴出物による災害の規模は噴火の規模と様式が決めるもので，そ
の様式ごとの噴出速度の予測とリアルタイム評価に基づいて，土砂移動と大
気中の火山灰の移流・拡散を予測し，地方自治体等に避難等の意思決定に必
要な情報を提供します．本研究の対象火山は過去10年で噴火があったメラピ，
スメル，ケルートの各火山，世界ではじめてジェットエンジン全停止（1982年BA
9便エンジン故障事故）が起こったガルングン火山，インドネシアのジャワ島の
中でも最も高危険度火山とされるグントール火山です．	
　噴出速度の予測とリアルタイム評価を行うために，地震と地盤変動による火
山観測をします．加えて土砂移動量を把握するための水文観測を行い，土砂
移動シミュレーションに反映させます．また，火山噴出物の土砂移動は降雨に
よって引き起こされるので，XバンドMPレーダーを用いた広範囲の降雨観測を
行います．このレーダーは火山灰検知にも活用されます．	
　噴出率と様式を予測するために，過去の噴出物の地質調査と年代測定に基
づいて噴火シナリオを作成します．噴火シナリオの分岐条件には過去の噴火
に伴う火山性地震の発生状況を解析し，「火山活動推移モデル」を構築します
．噴出率予測のために，地盤変動量と火山性微動の振幅を用いて噴出率をリ
アルタイムで評価する手法を開発します．	
　溶岩ドームの形成と崩落による火砕流は山腹や山麓に大量の土砂を堆積さ
せます．これらの堆積物は降雨により土石流と泥流が生じ，下流へと流出し氾
濫し堆積します．これらを考慮した土砂移動現象シミュレータを開発します．さ
らに，地形・地質，地被条件，土地区分，河床材料，気象・水文データベースの
GIS表示システムを構築します．	
　噴出率の予測とリアルタイム評価に基づいて大気中の火山灰の移流・拡散を
予測するためのシミュレーションを行います．火山灰分布の予測は堆積物分布
に考慮され，浮遊する火山灰は航空機の安全確保の情報に用いられます．
また，レーダー画像等を火山灰拡散シミュレーションの精度向上に活用し，大
気中浮遊火山灰濃度測定により，シミュレーションの妥当性を検証します．	
　ここまでの成果を合わせて，政府と地方自治体が災害対策を立案するために
有効な「複合土砂災害対策意思決定支援システム」を構築します．このシステ
ムを活用するためのコンソーシアムを立ち上げます．火山噴火が発生していな
い状況においては，高精度のハザードマップの作成とそれに基づく防災意識の
向上に活用します．  
